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講演概要

これまで、ゲノムにコードされたタンパク質の異常に基づき疾患発
症の原因が解析され、多くの病気の成⽴機構が明らかになってきた。
糖鎖は遺伝⼦の直接の産物ではないため、発⽣シグナルや外的ストレ
スにより変化する可塑性をもつ。そのため、同じゲノム情報をもちな
がらも、糖鎖の変化により異なる性質の細胞が⽣み出される。糖鎖情
報は多細胞⽣物体の恒常性を維持するために重要であり、糖鎖の異常
は⽣体の恒常性の乱れ、すなわち病気発症の⼟壌をつくる。近年、
「未病状態」が健康・医療戦略を考える上で重要な概念になっている。
健康と病気、成熟と⽼化の間は連続しているため、未病状態のコント
ロールの仕⽅で、病気の発症しやすさや症状の程度に個⼈差が⽣じる。
本発表では、硫酸化糖鎖合成酵素の発現変化によるコンドロイチン硫
酸鎖の⽣合成異常が未病状態をつくりだすという視点から様々な疾患
の発症機構を調べた結果をお話ししたい。
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